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縦隔血管腫の一例
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要 旨 ：右 乳癌 に対す る術前 の造影CTに て前縦 隔腫瘍が指摘 され た50歳 代女性 。右

乳房部分切除が施行 され た後、縦隔腫瘍 につ いて精査 された。CTで は、前縦 隔左 側

に境界明瞭な径2cm大 の類 円形結節が認 め られ 、造影 では辺縁優位 に著明 な濃染 が

認め られ た。MRIで は、T2強 調 画像 で全体に高信号 を呈 し、内部 にsignal　 voidが

認 め られ た。また 、3D　MR　 digital　subtraction　 angiography(MRDSA)を 施行 した

ところ、 下行 大動脈 とほぼ同様 の血行動態 を呈 してお り、病変 部 は多血性腫 瘍 であ

る と考え られ た。ただ しFDG-PET／CT検 査 では、病変部 はSUVmax2.0で あ り、こ

れ は縦隔 の生理 的集 積 と同程度 で あった。 それに対 し診 断的治療 のた め、前縦 隔腫

瘍摘 出術 が施行 された。病理所 見上大小 の異型 に乏 しい血管の増生 が認 め られ 間質

は一部硝 子様 に変性 してお り、血管腫 と診 断 され た。 多血成 分 を反 映 した、比較 的

径 の大 きな血 管の集蔟 も一部 に認 め られた。
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は じめに

縦隔内血管腫は縦隔腫瘍において非

常に稀な疾患である。今回、乳癌に合併

し、3DMRDSAで 早期に濃染を呈した

縦隔腫瘍の1例 を経験 し文献的考察を

踏まえ報告する。

症例

50歳 代女性。検診にて右乳房に結節が

指摘され、精査加療 目的に当院外科を受

診 し、生検にて右乳癌 と診断された。そ

の術前に施行 されたCTお よびMRIに

て、縦隔腫瘍を指摘 された。乳癌手術 を

先行 し、術後に縦隔腫瘍の再評価のため

に画像検査が施行 された。既往歴に特記

すべきものはなかった。採血所見は乳が

ん術前にCA125が55.5U/mLと 高値で

ある以外は特記すべき異常所見は認 め

なかった。

乳癌病変の造影CT画 像では、右乳房

A領 域に最大径1.2cmの 単発結節 を認

めた。部分切除およびセンチネル リンパ

節生検が施行 され、病理は硬癌で リンパ

節転移は認 めなかった。

縦隔腫瘍評価のために撮像 された乳癌

術後の画像所見を以降に示す。CTで は、

前縦隔左側の大動脈弓部左に、境界明瞭

な径2cm大 の類円形結節が認められた。

造影では、辺縁優位に著明な濃染が認め

られた(図1)。MRIで は、T2強 調画像

で全体に高信号を呈 し、内部にsignal

voidが 認められた(図2)。

一19一



山梨肺 癌研究 会会 誌　33巻　2020

(図1)単 純 ・造影CT

(図2)MRI　 T2強 調画像

ま た3DMRDSAを 、Time　 Resolved

Imaging　 of　 Contrast　 Kinetics

(TRICKS)を 用 いて施行 した。主病変の

冠 状断像 を時系列 で示す(図3)。 腫 瘍病

変 は比較 的早期 の造影効 果 を呈 してお

り、多血性病変 と考 えられた。

(図3)3DMRDSA冠 状断像

脂肪抑制T1強 調画像の造影前(図4上

段)、造影後(図5下 段)を示す。CT同 様

に辺縁優位の造影効果を認めた。

(図4)脂 肪抑制T1強 調画像

こ こまでの画像所見 よ り、病変 は多血

性腫瘍 である と考え、キャ ツスルマ ン病 、

パ ラガング リオーマ、カルチ ノイ ド、血

管腫 が鑑別 にあがった。

FDG－PET／CT検 査所 見を以 降に示す。
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MIP画 像 で は 、全 身 像 にて 明 らか な

FDG異 常集 積 は指摘 され な か った(図

5)。CTと のfusion画 像 では、病変部 は

SUVmax2.Oで あ り、これは縦隔の生理

的集積 と同程度 であった(図6)。

腫瘍摘出術が施行 された。肉眼像では、

摘出 された検体の割 面は血液を含んだ

暗赤色で境界明瞭であった(図7)。 組織

像は大小の異型 に乏 しい血管の増生が

認 められ、主たる成分は海綿状血管腫で

あった(図8)。

(図5)FDG-PET／C TMIP画 像 (図7)摘 出検体 肉眼像

(図6)FDG-PET/CT fusion axia1像

PET所 見 と併せ て鑑 別疾 患 を考 えて

い く。キャ ッスルマ ン病やパ ラガング リ

オーマはFDG高 集積 である ことが知 ら

れ てお り、除外 され る。胸腺 カル チノイ

ドはlow gradeで あれ ば低集積 でも矛

盾せ ず、鑑別 に残 った。また、血管腫 も

一般 的に低集積 であ り
、カル チノイ ドと

血 管腫 が鑑別 に残 った。血流 の豊富 さか

らは前者 の可能性 が高 い と考 え られた。

そ れに対 し診断的治療 のため、前縦隔

(図8)病 理画像(HE染 色)

他の部位 には、毛細血管の集蔟や、グロ

ムス腫瘍を彷彿 とさせる血管周囲細胞

の集蔟 もみられた。また腫瘍の辺縁には、

比較的径 の大きな栄養血管 と思われ る

動脈がみられた。中心部は一部硝子様に

変性 していた(図9)。 以上、様々な成分

がみ られたが、主成分から、この前縦隔

腫瘍は海綿状血管腫 と診断 された。
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(図9)病 理画像(HE染 色)

考 察

縦隔 内血管腫 は、2015年 の報告 で縦 隔

腫瘍 のO.5%以 下 とされ てい る1)。35歳

以 下の年齢 で指摘 され るこ とが多 く2)、

性差 は見 られない3)。

血管腫 のPET所 見 を文献 よ りま とめ

た ところ、縦 隔の血管腫 では3症 例 で

FDG-PET/CT所 見 が報 告 されてお り、

そのSUVmaxは1.2、2.5、2.3で あっ

た4)、5)。 肝臓 の血 管腫 で は周 囲肝 と比

べ て低 ～等 集積 でSUVmax1 .7程 度6)

であ るとい う報告 があった。その他、骨

盤 内の血管腫で はSUVmax1.7　 7)、肋骨

の血管腫で はSUVｍax2.4　 8)と示 され て

い る報告 があった。以上 をま とめる と血

管腫 のSUVmaxは1-3程 度 であ ると

考 え られ た 。 本 症 例 で の 病 変 部 は

SUVmax2.0で あ り血 管腫 と して十 分

考 え られ る値 で あった。

今 回の症 例 における血管腫 は、血流 が

非 常に豊 富で あったた め、MRDSA画 像

で早期 濃染 を呈 した稀 な一例 であ った。

病 理所 見 上比較 的径 の大 き な血 管 の集

蔟 が一部 に認 め られ 、こち らが多血成分

を反映 した と考えられた。

結語

MRDSA画 像で早期濃染を呈 し、診断

に苦慮 した前縦隔血管腫の1例 であっ

たが、FDG集 積に乏 しい点が他の多血

性腫瘍 を除外す るのに有用であった と

考えられた。
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